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郷土の食材への関心を高める  

～４年生のぞみ学習～ 

海の向こうからメッセージカード  

～台北教育大学附設実験国民学校との交流～ 

 これまで子どもたちが育てて，収穫した鹿児島

の特産であるサツマイモを食べる活動を，多目的

テラス「つばさ」で行いました。丸ごとアルミで

巻いたり，輪切りにしたりして七輪で焼いて食べ

ることで，計画的に協力しながら生産してきた苦

労を喜びに変えることができました。 

今後は，他の鹿児島の食材や郷土料理に学習を

広げ，さらに鹿児島の「食」に対する関心を高め

ていきます。 

 学術協定を結んでいる台北教育大学附設実験国民学校から

メッセージ（クリスマス，ハロー）カードが届きました。 

これは，外国の文化への興味・関心を高めたり，英語を用

いてコミュニケーションを図ろうとする意欲を高めたりする

ために，本校の６年生と姉妹校の５年生がペアとなり，メッ

セージカードを交換する活動の一環です。本校の６年生も，

同様にメッセージカードを書き，姉妹校に送っています。 

９月に台北教育大学から来た

教育実習生も姉妹校でボランテ

ィアとしてこの活動を支えてく

ださっています。 

今後も，共にみがき高め合う

仲間として，継続的に交流を行

っていきたいと考えます。 

【七輪を囲みサツマイモを焼く様子】 

温故知新～西郷どんに学ぶ～ 

副校長 益山 富誉 

  後期前半が終わります。子どもたちは，有意義な 52日間を過ごすことができました。本

校教育に御協力・御理解を賜り，心から感謝申し上げます。 

 西郷どんの撮影が８月から始まり，いよいよ１月７日（日）から，放映されます。明治維

新を成し遂げた偉人の一人であり，鹿児島がますます注目を浴びることになるでしょう。 

 民俗学者の柳田國男さんが，薩摩藩はなぜこのような偉業を成し遂げたかを述べている一

つに，郷中教育を挙げています。薩摩には「詮議」といって，子どもたちの判断力を鍛える

教育方法があったといいます。仮定の質問に答え，対処法を考える訓練をしていたために，

究極の場面でも処置判断を誤ることはなかったということです。 

 偉人の功績を知るだけでなく，その背景を見ると，そこには，教育の大事な部分が隠れて

います。お茶の間で，子どもたちと一緒に大河ドラマを見ながら，幕末の人々の志を感じ，

その実現に向かう道を一緒に探ってみてはいかがでしょうか。 

【創立 140周年記念に関する取組】 

【疑似体験の器具をつけて歩く様子】 

【６年生全員に送られたメッセージカード】 

【１月の主な行事】 

      冬季休業（～１月８日） 
８日（月）成人の日 
     新１年生入学児童選考諸検査 
９日（火）後期後半開始 
     図書返却期間（～11日） 
10日（水）午前授業 

11日（木）図書返却完了日 ※火曜校時 
16日（火）新１年入学児童選考抽選(一般) 
     ※児童は休み 
17日（水）標準学力検査（～19日） 
31日（水）PTA総務部会・理事会 

PTA 合同専門部会 

高齢者のことを知り，接し方を考える ～５年生のぞみ学習～ 

 ５年生の『のぞみ学習』では，高齢者福祉に関する理解を

深めるために，高齢者の疑似体験活動を行っています。社会

福祉協議会の方に御協力をいただき，視界や体の不自由さを

実感できる器具を子どもたちが装着し，階段の上り下りや歩

行体験をしました。子どもたちは，「視界が狭くて見えづら

い。」「足が思うように上がらず大変だ。」などと感想を述べ，

高齢者理解を深めることができました。 

 今後も，高齢化社会で自分が何をすべきか，何ができるか

追究する活動をさらに進めていきます。 

 
・ これまで大切に育ててきたおいもがとてもおいしくてびっくりしました。〔４年 女児〕 

・ イモを輪切りにするととてもきれいな色でした。〔４年 男児〕 

・ 自分たちで最初から最後までできたのがうれしかったです。  〔４年 男児〕 

子どもの日記から 

南北 600㎞をつなぐ交流活動 ～複式学校間交流～ 

 20日（水）に三島村立竹島小学校の１・２年生と複式Ⅰ組が

Skypeを利用して，交流活動を行いました。この日が初めての顔

合わせで，自己紹介やゲームをしたり，お互いの校歌を紹介し

合ったりました。この交流活動は，昨年度から行われており，昨

年度は，湧水町立上場小学校・徳之島町立山小学校・曽於市立

光神小学校。今年５月には，三島村立三島小学校の子どもたち

と交流を深めました。 

今後は，さらに交流を深め，複式学級の子どもたちが，今まで

以上に問題を解決するための多様な見方や考え方に触れる機会

を増やしていきます。 

【カードを送ってくれた子どもたち】 

【Skype を利用して自己紹介し合う様子】 

【思いを込めて手紙を書く台北の子どもたち】 

※個人情報保護のため，写真の画像を編集しています。 


